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	① 5.4.1「起因事象の同定」の2パラグラフ目の「複数系統に影響を及ぼす内部溢水によって誘発される起因事象の場合は，上記の条件を満たしていても除外することはできない。」の文章は分かり難いので見直す。
	⑥ 5.5「溢水発生頻度の算出」 (1)における「パラメータ標準を準用する」という記述では標準として十分ではないので、文章を補強する。
	⑦ 5.6「内部溢水シナリオの事故シーケンスの簡易解析（定量的スクリーニング）」b)「簡易解析のスクリーニング基準」 におけるスクリーニング基準は、ASMEのような絶対値の基準では不確実な場合があるので、内的事象PSAに比較して保守的な基準である理由などの詳しいただし書きが必要である。また先行PSAのようにプラントの相対値を基準にすることも考えられる。

